
中
国
が
日
本
人
の
「
短
期
滞
在
の

ビ
ザ
を
免
除
す
る
措
置
」
を
再
開
、

時
を
置
か
ず
日
本
側
も
「
中
国
人
の

ビ
ザ
取
得
条
件
を
緩
和
」
。
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
で
す
ね
。

往
来
自
由
度
の
拡
大
こ
そ
活
発
な

民
間
友
好
交
流
の
ベ
ー
ス
と
な
る
も

の
で
す
。
日
中
相
互
に
顔
向
き
合
っ

て
語
り
合
い
、
手
を
取
り
合
う
２
０

２
５
年
の
到
来
で
す
。

日
中
関
係
は
悪
化
？

最
新
世
論
調
査
（
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

で
は
、
中
国
で
「
対
日
印
象
」
を

「
良
く
な
い
」
と
す
る
割
合
が
急
上

昇
し
、
日
中
両
国
共
に
「
相
手
国
印

象
」
を
「
良
く
な
い
」
と
す
る
割
合

が
九
割
台
に
近
づ
い
た
そ
う
で
す
。

一
面
で
「
へ
え
」
と
受
け
止
め
つ

つ
も
、
「
ほ
ん
ま
か
い
な
」
と
い
う

気
に
も
な
り
ま
す
。

支
部
・
領
域
・
個
人
の

個
性
の
開
花

「
府
連
通
信
」
は
全
国
の
日
中
友
好

協
会
仲
間
に
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
か
ら
、
こ
の
「
ご
時
世
」
に
、

各
支
部
や
女
性
部
の
友
好
活
動
の
多

彩
さ
、
活
発
さ
に
「
驚
き
」
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。み

な

さ

ん

の

「
中
国
へ
の
思
い
」

と
「
幅
広
い
友
好

努
力
」
が
世
論
の

隙
間
を
埋
め
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
。

世
論
の
隙
間
を
豊
か
に
埋
め
る

同
じ
世
論
調
査
で
は
「
訪
日
経
験

の
あ
る
」
中
国
人
の
55
・
６
％
の
方

が
日
本
に
つ
い
て
「
良
い
印
象
」
を

持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
相
互
訪
問
が
気
軽
に

行
わ
れ
、
互
い
の
国
と
民
を
知
り
、

学
び
あ
い
が
広
が
り
、
そ
し
て
日
中

不
再
戦
の
筋
が
通
っ
て
い
け
ば
、
世

論
の
現
状
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

(

大
阪
府
連
会
長)
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大
阪
府
連
第
70
回
大
会
期
第
１
回

理
事
会
を
開
催
し
ま
す
。

議
案
は
「
府
連
大
会
以
降
の
活
動

に
つ
い
て
」
「
会
計
中
間
決
算
報
告
」

「
各
支
部
・
各
分
野
か
ら
の
発
言
」

「
百
科
検
定
」
「
帰
国
者
支
援
」

「
女
性
部
」
「
漢
詩
漢
文
講
座
」

「
中
国
事
情
」
「
国
内
外
情
勢
」

な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
ま
す
。

１
月
26
日

１
時
半
か
ら

谷
町
８
丁
目
西
へ
北
側

大
阪
府
社
会
福
祉
会
館

４
０
５
号
室

理
事
の
皆
さ
ん
は
発
言
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。
終
了
後
、
懇
親
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
府
連
理
事
会

１
月
26
日

開
催

12
月
22
日
の
講
習
会
は
、
剪
紙

と
言
い
切
り
絵
と
言
う
、
ど
ち
ら

も
切
り
絵
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

剪
紙
の
方
が
一
途
に
紙
を
切
る
と

い
う
精
神
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
の
作
品
は
、
切
る
の
に
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
線
が
太
く
な
っ
た
り
細
く
な
っ

た
り
、
義
理
に
も
一
途
に
切
っ
た

と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。今

回
の
題
は

来
年
の
干
支
の

巳
で
す
。
士
鈴

の
ヘ
ビ
の
絵
は
頭
や
体
が
丸
み
が

あ
る
の
で
、
完
成
品
は
目
の
位
置

が
ず
れ
る
と
白
い
イ
ル
カ
の
よ
う

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
先
生
の
助
け
を
か
り

て
彩
り
で
一
応
の
体
裁
を
整
え
、

何
と
か
完
成
し
ま
し
た
。
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
顔
立
ち
で
も
自
分
の
作

品
に
は
や
は
り
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

お
正
月
に
は
是
非
飾
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
参
加
者
16
名
、
見
学
２

名
、
先
生
１
名

初
参
加
２
名
あ

り
ま
し
た
。

（
原

久
仁
壽
）

大
阪
西
支
部

き
り
え
行
事
に
参
加
し
て

日
中
両
国
世
論
の
好
転
を
願
っ
て

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
本
恒
人

女
性
部
は
１
月
19
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら
の
新
春
う
た
ご
え
喫
茶i

n

「
ほ
っ
と
す
て
ん
し
ょ
ん
」
で
元
気

に
楽
し
く
歌
い
新
年
の
幕
開
け
を
し

ま
す
。

昨
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

「
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
交
流
会
」
は

た
く
さ
ん
の
女
性
パ
ワ
ー
が
結
集
し

実
り
多
い
交
流
に
な
り
ま
し
た
。

「
女
性
の
活
躍
が
日
中
友
好
運
動
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
！
」
と
本
部
で

も
評
価
さ
れ
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
女

性
交
流
会
に
向
け
て
準
備
会
が
持
た

れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
「
文
化
の
つ
ど
い
」
で

は
女
性
部
の
皆
さ
ん
の
劇
団
ラ
ブ
リ
ー

に
よ
る
熱
演
。
ま
た
10
月
の
長
谷
川

テ
ル
の
学
習
を
深
め
る
般
若
寺
訪
問

と
女
性
部
の
多
彩
な
活
動
の
な
か
で

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

中
国
へ
の
理
解
を
深
め
、
中
国
百

科
検
定
テ
キ
ス
ト
を
楽
し
く
学
ぶ
新

シ
リ
ー
ズ
「
ラ
ブ
リ
ー
中
国
古
典
編
」

が
５
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

『
ハ
ッ
ピ
ー
！
漢
詩
』
『
ナ
イ
ス
！

故
事
成
語
”
』
『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
物

語
』
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
内
容
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
新
し
い
年
も
女
性
部
は
楽

し
い
活
動
で
み
な
さ
ん
と
交
流
し
、

新
し
い
仲
間
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

(

女
性
部
）

女
性
部

楽
し
い
活
動
で
交
流
し

な
か
ま
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

12
月
14
日
国
労
会
館
で
浅
野
慎
一

さ
ん
が
「
中
国
帰
国
者
二
世
の
人
生

が
問
い
か
け
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
（
摂
南
大
学
教

授
・
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
を
支
援

す
る
兵
庫
の
会
代
表
世
話
人
）

日
中
友
好
協
会
和
歌
山
県
連
や
多

く
の
帰
国
者
の
皆
さ
ん
な
ど
58
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
恒
人
日
中

大
阪
府
連
会
長
が
「
帰
国
者
支
援
は

不
再
戦
運
動
の
重
要
な
と
り
く
み
で

帰
国
者
の
皆
さ
ん
が
豊
か
な
人
生
を

送
れ
る
よ
う
日
中
友
好
協
会
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
、

彦
根
か
ら
母
親
が
中
国
人
と
い
う

高
校
生
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
は
『
日
中
友
好

新
聞
』
に
「
中
国
残
留

日
本
人
・
中
国
帰
国
者

の
人
生
が
問
い
か
け
る

こ
と
」
を
連
載
（
２
０

２
４
年
１
月
か
ら
６
月

ま
で
）
さ
れ
、
帰
国
者

問
題
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。講

演
で
は
日
本
政
府

が
実
態
を
把
握
す
ら
し

て
い
な
い
中
、
国
交
正

常
化
（
１
９
７
２
年
）
ま
で
日
本
へ

の
帰
国
を
果
た
せ
な
か
っ
た
両
親
の

ど
ち
ら
か
一
方
が
残
留
日
本
人
の
二

世
71
名
か
ら
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
そ
の
特
徴
は
極
端

な
多
様
性
に
あ
り
、
そ
の
多

様
性
を
生
み
出
し
た
原
因
・

背
景
の
正
し
い
認
識
が
不
可

欠
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
帰
国
年
次
、
年
齢
に
よ
っ

て
若
年
帰
国
者
、
中
高
年
帰

国
者
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
、

等
々
解
決
へ
の
道
筋
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
「
非
常
に
具
体

的
で
よ
く
分
か
っ
た
。
」

「
日
中
新
聞
の
連
載
を
読
ん

で
い
た
が
、
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
っ

た
。
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

続
い
て
長
山
さ
ん
、
下
岡
さ
ん
の

帰
国
者
二
世
の
お
話
が
あ
り
「
帰
国

者
の
生
の
声
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。
」

「
府
連
で
帰
国
者
二
世
の
お
話
を
聞

け
る
場
を
計
画
し
て
ほ
し
い
。
」
な

ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
当
日
会
場
で
１
名
の
入
会
者

が
あ
り
ま
し
た
。

(

石
井

勉)

中
国
残
留
日
本
人
二
世
講
演
会

中
国
残
留
孤
児

婦
人
二
世
支
援
へ

前
田
尋

き
り
絵
展

創
作
の
軌
跡

四
季
の
詩

き
り
絵
に
刻
ま
れ
た
心
の
ふ
る
さ
と

昨
年
「
山
梨
切
り
絵
の
森
美
術
館
」
で
開
い
た
全
作

品
に
、
新
作
を
加
え
て
約
１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

１
月
10
日(

金)

～
14
日(

火)

10
時
～
17
時

堺
市
立
東
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

南
海
電
鉄
高
野
線
「
北
野
田
駅
」
か
ら
デ
ッ
キ
で
直
結

新
春
う
た
ご
え
喫
茶

㏌
「
ほ
っ
と
す
て
ん
し
ょ
ん
」

１
月
19
日
（
日
）
２
時
～

会
費
２
０
０
０
円

定
員
30
名

谷
６

⑥
番
出
口

東
へ
50
ｍ

中
国
文
化
を
考
え
る

１
月
18
日(

土)

１
時
受
付
開
始

プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
和
歌
山
多
目
的

室
で
、
講
師
は
和
歌
山
で
40
年
以

上
文
化
財
建
造
物
の
補
修
修
理
に

従
事
し
て
い
る
鳴
海
祥
博
さ
ん
。

『
中
国
江
南
の
古
建
築
を
訪
ね
て
』

主
催

日
中
友
好
協
会
和
歌
山
県
連
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よ
う
や
く
冬
ら
し
い

季
節
を
迎
え
た
12
月
７

日
、
谷
町
六
丁
目
の
中

華
料
理
「
興
隆
園
」
で

恒
例
の
望
年
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

支
部
長
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
井
上
正
道
さ
ん

の
乾
杯
音
頭
で
懇
親
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

百
科
検
定
を
受
け
て

ほ
っ
と
一
息
の
会
員
さ

ん
や
一
芸
を
披
露
す
る

面
々
、
参
加
者
全
員

で
日
中
友
好
協
会
と

の
関
わ
り
な
ど
自
己

紹
介
と
一
緒
に
語
っ

て
交
流
し
、
最
後
ま

で
楽
し
く
明
る
い
希

望
を
語
る
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

今
、
日
中
両
国
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
和
や
か

な
交
流
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
（
粟
田
）

城
北
支
部

響
き
あ
え
る
日
中
関
係
を

恒
例
の
望
年
会
を
興
隆
園
で
開
催

12
月
22
日
堺
市
総
合
福
祉
会
館
で

堺
支
部
総
会
＆
市
民
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
は
18
名
、
市
民

公
開
講
座
23
名
、
懇
親
会
13
名
参
加
、

「
ア
ジ
ア
か
ら
問
わ
れ
る
日
本
の
戦

争
」
「
堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
、

歴
史
探
訪
「
猪
飼
野
」
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
「
横
山
炭
鉱
」
、
山
東
省
・

煙
台
市
か
ら
の
報
告
「
若
者
た
ち
は

日
本
留
学
を
目
指
す
」
な
ど
２
０
２

５
年
活
動
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

講
座
は
、
詩
吟
健
康
教
室
の
横
山

先
生
に
よ
る
「
除
夜
の
作
」
（
高
適
）

独
吟
で
は
じ
ま
り
、
次
に
長
谷
川
テ

ル
の
勇
気
に
学
ぶ
・
女
性
た
ち
は
戦

争
を
ゆ
る
さ
な
い
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

山
本
恒
人
府
連
会
長
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
「
長
谷
川
テ
ル
の
名
前
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
人
だ
っ

た
の
か
よ
く
分
か
っ
た
。
小
林
エ
リ

カ
さ
ん
の
こ
と
も
知
れ
て
、
い
ろ
ん

な
人
が
運
動
し
て
い
る
の
が
分
か
っ

た
。
」
「
風
船
爆
弾
の
こ
と
や
テ
ル

の
生
き
ざ
ま
な
ど
知
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
」
な
ど

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
山
本
恒
人
日
中
府
連

新
会
長
就
任
の
お
祝
い
も
兼
ね
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
堺
支
部

上
村
）

堺
支
部

師
走
の
総
会
＆
市
民
公
開
講
座

李
益
（
り
え
き
）
と
言
う
書
生
が
、

科
挙
受
験
の
た
め
都
の
長
安
に
出
て

来
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
李
益
は

取
り
持
ち
女
を
通
し
て
霍
小
玉
と
結

ば
れ
ま
す
。

霍
小
玉
は
貴
族
で
あ
る
霍
王
の
娘

で
す
。
し
か
し
小
玉
の
母
は
霍
王
の

女
中
で
し
た
。
そ
の
た
め
霍
王
の
死

後
、
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
三
年
後
、
李
益
は
試
験
に
及
第

し
、
親
の
決
め
た
女
性
と
正
式
の
結

婚
を
す
る
た
め
、
帰
省
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

李
益
は
必
ず
戻
っ
て
来
る
と
約
束

し
ま
す
が
、
約
束
の
期
日
が
来
て
も

小
玉
の
元
へ
帰
り
ま
せ
ん
。
小
玉
は

お
金
も
使
い
果
た
し
、
病
気
に
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
一
人
の
豪
傑
が

現
れ
、
李
益
を
小
玉
の
所
へ
連
れ
て

行
き
ま
す
が
、
小
玉
は
李
益
に
恨

み
を
抱
き
「
奥
様
や
お
妾
を
一
日

だ
っ
て
落
ち
着
か
せ
て
や
ら
な
い

わ
よ
」
と
言
い
な
が
ら
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

や
が
て
、
李
益
の
妻
の
盧
氏
（
ろ

し
）
に
、
間
男
の
濡
れ
衣
が
着
せ
ら

れ
、
李
益
は
妻
に
暴
力
を
振
る
っ
た

あ
げ
く
離
縁
し
ま
す
。
そ
れ
以
後
、

三
回
妻
を
め
と
り
ま
す
が
、
や
は
り

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

李
益
は
盧
氏
が
婚
礼
に
際
し
て
連

れ
て
き
た
侍
女
た
ち
と
も
枕
を
共
に

し
、
彼
女
た
ち
に
も
猜
疑
の
眼
を
向

け
殺
し
ま
す
。
小
玉
が
死
ぬ
間
際
に

言
っ
た
通
り
に
な
っ
た
の
で
す
。

当
時
の
支
配
階
級
で
あ
る
役
人
に

と
っ
て
、
出
世
と
結
婚
の
関
係
は
切

り
離
せ
ま
せ
ん
。
正
式
な
結
婚
は
家

同
士
の
つ
な
が

り
で
あ
り
、
役

職
に
影
響
し
ま

し
た
。
名
家
の

娘
は
家
の
中
に

こ
も
っ
て
男
た

ち
と
交
流
す
る

こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
親
の
決
め
た
結
婚
を
受

け
入
れ
る
の
み
で
す
。

名
家
の
娘
と
交
際
で
き
な
い
男
た

ち
は
、
欲
望
を
妓
女
で
満
た
し
た
の

で
す
。
妓
女
と
の
関
係
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
正
式
な
結
婚
と
は
別
物

で
し
た
。

霍
小
玉
は
貴
族
の
父
を
持
ち
な
が

ら
、
生
き
て
い
く
た
め
に
や
む
な
く

妓
女
と
な
っ
た
の
で
す
。
霍
小
玉
は

妓
女
の
境
遇
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
も

が
き
ま
す
。
妓
女
の
行
く
末
は
、
や

り
手
に
な
る
か
、
妾
と
し
て
身
請
け

さ
れ
る
か
、
仏
門
に
入
る
か
、
野
垂

れ
死
ぬ
か
で
し
た
。

（
高
田

佳
誉
子
）

第
５
回

唐
代
伝
奇
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

霍
小
玉
伝
（
か
く
し
ょ
う
ぎ
ょ
く
で
ん
）

11月の東海ブロック合宿が無事終了して1週間が過ぎました。

参加者の各教室で感想を聞きながら、復習の時間を取りました。

第一声が「面白かった。楽しかった。」でした。他に「上手く動

けない、解らない」の声もありました。復習をするとまず「緩め

る」が難しいことです。指を持ってゆすってもらい離すは自分の

ゆるみが実感

できてる方法

でした。

肩甲骨を意

識して動かす

は準備運動で

も取り入れて

いるのですが、「立甲」は一番難しいようです。「双竜遊水」は

指でつまんで・つまみあげる・相手の口に持っていくは皆楽しかっ

たようです。が、螺旋の動きが伴ってないので 折り戸のイメー

ジをして内旋・外旋を身につけることが大切。

シュワイショウでは腹部の筋肉と動きにおどろきの声がでまし

た。太極拳でとても重要な動きですが、皆正しく出来ないが実状

です。自身も中心軸を意識してと言

いながら背骨で動いていないか？ ま

た、帯脈ラインが動き骨盤が回旋す

るそれにより全身が連動する。意識

改善点です。今回の合宿は「動きの

三原則」の体感による「太極拳に役

立つからだの使い方」がよくわかり

ました。繰り返しの練習、継続して

の練習を大切にしたいと思います。

（三重・後藤）

太極拳 東海ブロック合宿に参加して

面白かった 楽しかった 緩めるが難しい

２
月
８
日
（
土
）
日
本
の
気
功

「
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
９
日

（
日
）
太
極
拳
の
身
体
技
法
「
ベ
テ

ラ
ン
指
導
者
か
ら
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ

に
関
西
大
学
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

８
日
は
日
本
の
気
功
の
歴
史
と
未

来
を
考
え
ま
す
。
津
村
気
功
の
特
徴

や
展
開
を
現
代
中
国
気
功
の
最
新
情

報
と
共
に
検
討
し
ま
す
。
「
ス
ワ
イ

シ
ョ
ウ
」
「
背
骨
揺
ら
し
」
「
ス
ロ
ー

ム
ー
ブ
」
の
実
習
な
ど
。

９
日
は
24
式
太
極
拳
を
題
材
に
、

太
極
拳
に
お
け
る
身
体
の
使
い
方
を

深
く
体
験
的
に
学
び
ま
す
。
講
師
は

異
な
る
流
派
、
経
験
で
あ
り
な
が
ら
、

太
極
拳
を
単
な
る
競
技
で
は
な
く
、

武
術
そ
し
て
身
体
技
法
と
し
て
研
究

し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
で
す
。

府
連
か
ら
恒
岡
正
勝
さ
ん
が
講
師

で
参
加
し
ま
す
。
要
予
約
府
連
ま
で
。

Ｉ
Ｂ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

日
本
の
気
功
と
太
極
拳

太
極
拳
初
け
い
こ

太
極
拳
で

日
中
友
好
と
平
和
の
年
に
。

１
月
12
日(

日)

９
時
か
ら

大
阪
国
労
会
館

陳
式
太
極
拳
初
け
い
こ

１
月
19
日(

日)

９
時
か
ら

北
ス
ポ
ー
ツ

大
阪
西
支
部
は
夏
の
【
団
扇
】
と

年
末
の
【
干
支
色
紙
】
の
講
習
会
を

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

府
連
と
し
て
も
う
少
し
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

季
節
の
き
り

え
講
習
会
（
雛

人
形
・
五
月
人

形
・
う
ち
わ
・

干
支
色
紙
）
な

ど
、
支
部
の
行

事
や
地
域
の
団

体
と
の
共
催
な

ど
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

(

近
藤

好
幸)

き
り
え
講
習
会
を
共
催
で

12

月
16

日
、

神
戸
港
停
泊
中

の
３
代
目
鑑
真

号
船
上
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
大
阪

府
連
か
ら
３
名

が
参
加
し
ま
し

た
。
中
国
駐
大

阪
総
領
事
館
薛

剣
総
領
事
の
挨
拶
と
鑑
真
ゆ
か
り
の

律
宗
大
本
山
・
壬
生
寺
（
京
都
市
）

の
貫
主
が
来
賓
挨
拶
さ
れ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
が
旬
の
上
海
蟹
や
た
く
さ
ん
の

料
理
と
青
島
ビ
ー
ル
・
紹
興
酒
な
ど

を
い
た
だ
き
な
が
ら
歓
談
し
ま
し
た
。

鑑
真
号
船
上

レ
セ
プ
シ
ョ
ン


